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計画策定の背景と趣旨

計画期間

　国では子ども施策を社会全体で総合的かつ強力に推進していくための包括的な基本法として、令和

４年６月にこども基本法が成立・公布され、令和５年４月１日の施行に伴い、子ども政策の新たな司令

塔として、こども家庭庁が発足されています。そして、令和５年12月には、子ども施策に関する基本的

な方針、重要事項を定めた「こども大綱」が閣議決定されています。

　この「こども大綱」では、すべてのこども・若者が、日本国憲法、こども基本法及びこどもの権利条約

の精神にのっとり、生涯にわたる人格形成の基礎を築き、自立した個人としてひとしく健やかに成長

することができ、心身の状況、置かれている環境等にかかわらず、等しくその権利の擁護が図られ、身

体的・精神的・社会的に将来にわたって幸せな状態（ウェルビーイング）で生活を送ることができる「こ

どもまんなか社会」をめざすことが掲げられています。また、すべての妊産婦、子育て世帯、子どもへ

一体的に相談支援を行う機能を有する機関（こども家庭センター）の設置を努力義務化した児童福祉

法等の一部改正（令和４年）や、就労要件を問わず時間単位等で柔軟に利用できる「こども誰でも通園

制度」の創設等を定めた子ども・子育て支援法等の一部改正（令和６年）が行われています。

　これを踏まえて、鶴田町では、第二期計画の施策・事業の進捗評価等を行うとともに、乳幼児期の教

育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の事業量の見直しを行いつつ、鶴田町子ども・子育て支援

協議会における議論を経て、次期計画となる「鶴田町第三期子ども・子育て支援事業計画」を策定しま

した。

　本計画の期間は、法に基づき令和７年度から令和11年度までの５年間とし、令和６年度に策定しま

した。

　本計画において、当町の子ども・子育て支援を推進するにあたり、第６次鶴田町総合計画の全体

の柱である“若い世代から選ばれるまちづくり”を実現するために、基本政策の一つとしている“親

も子ものびのびと成長していくまちづくり”の方向性を踏まえ、「親と子の　笑顔あふれるまち　つ

るた」を基本理念とします。

計画の基本理念等

親と子の　笑顔あふれるまち　つるた親と子の　笑顔あふれるまち　つるた親と子の　笑顔あふれるまち　つるた

《基本理念》
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　子どものうち０～11歳人口は、令和６年３月31日現在806人となっており、人口、比率ともに減少

傾向で推移しています。

　女性の就業率は、20歳代後半では令和２年の率が平成27年を上回っているほか、40歳代後半か

ら60歳代前半にかけて就業率の状況が見られます。

　20歳代後半の就業率の上昇に伴い、平成27年には見られなかったいわゆるＭ字カーブ（結婚・出産

期にあたる年代に一旦低下し、育児が落ち着いた時期に再び上昇する線形）の線形となっています。

計画の基本理念等

子ども人口の等の推移

女性の就業率の推移
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子育てに関する施策の展開

　第二期計画の期間満了に伴い、必要な見直しを行い、令和７年度からの５か年を期間とする本計画

においては、「次世代育成支援対策推進法」の改正後の指針に基づいて当町に必要な施策を盛り込み

ました。
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④1歳6か月児健康診査

㉒㉑子育て支援学校給食費無償化事業

⑤3歳児健康診査 ⑥障がい児相談支援

⑦保育所等訪問支援 ⑧放課後等デイサービス ⑨児童発達支援

①相談支援機関の紹介・啓発
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①放課後児童クラブ



子ども・子育て支援事業の展開

教育・保育の量の見込み及び確保方策

■
 

保育施設（認定こども園、認可保育所）の量の見込みと確保目標量
 

単位：人 

推計値 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 

①量の見込み 197 182 175 174 169 

 

２号認定 104 91 83 86 83 

３号認定 93 91 92 88 86 

 

０歳 16 16 15 14 14 

１歳 35 38 37 36 34 

２歳 42 37 40 38 38 

②確保目標量 197 182 175 174 169 

 

２号認定 104 91 83 86 83 

３号認定 93 91 92 88 86 

 

０歳 16 16 15 14 14 

１歳 35 38 37 36 34 

２歳 42 37 40 38 38 

乖離（②－①） 0 0 0 0 0 

 

■
 

教育施設（幼稚園、認定こども園）の量の見込みと確保目標量
 

単位：人 

推計値 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 

①量の見込み 57 52 50 50 49 

②確保目標量 57 52 50 50 49 

乖離（②－①） 0 0 0 0 0 

 

○町内の４園で提供体制があり、今後の量の見込みに対する提供体制は確保できます。

①　教育施設（幼稚園、認定こども園）

②　保育施設（認可保育所、認定こども園、地域型保育事業）
○ニーズに対する提供体制は十分とれており、保育士を確保し、今後もこの提供体制を維持します。
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①相談支援機関の紹介・啓発



地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと確保方策

総合的な子どもの放課後対策の推進

○町の広報等で事業の周知を図り、気軽に利用できる環境づくりに努めます。

①　地域子育て支援拠点事業

②　乳児家庭全戸訪問事業

③　妊婦健康診査事業

放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）

○今後も新生児・乳児訪問で、保健師が必ず１回は家庭訪問を行います。また、電話相談やその後の家
庭訪問も必要時に行っていきます。

○今後も継続して、母体と赤ちゃんの健康を守り、安心してお産を迎えられるよう、妊娠届時に妊婦健
康診査及び検査の受診票を交付し、必ず受診するよう勧めていきます。

○これまで通り、放課後児童クラブと放課後子ども教室を一体的に提供する提供体制を維持します。
引き続き、児童の安全・安心を確保するために努めます。

■
 

地域子育て支援拠点事業の量の見込みと確保目標量
 

単位：人回 

推計値 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 

①量の見込み 110 106 106 103 100 

②確保目標量 110 106 106 103 100 

乖離（②－①） 0 0 0 0 0 

 

■
 

乳児家庭全戸訪問事業の量の見込みと確保目標量
 

単位：人 

推計値 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 

①量の見込み 43 41 39 38 37 

②確保目標量 43 41 39 38 37 

乖離（②－①） 0 0 0 0 0 

 

■
 

妊婦健康診査事業の量の見込みと確保目標量
 

単位：人 

推計値 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 

①量の見込み 43 41 39 38 37 
②確保目標量 43 41 39 38 37 

乖離（②－①） 0 0 0 0 0 

 

■
 

放課後児童クラブ（低学年）の量の見込みと確保目標量
 

単位：人 
推計値 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 

①量の見込み 188 182 170 154 143 

 

１年生 62 60 56 51 47 
２年生 64 62 58 52 49 
３年生 62 60 56 51 47 

②確保目標量 200 200 200 200 200 
乖離（②－①） 12 18 30 46 57 

 
■

 
放課後児童クラブ（高学年）の量の見込みと確保目標量

 
単位：人 

推計値 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 

①量の見込み 111 107 102 91 85 

 

４年生 46 44 42 38 35 

５年生 38 37 35 31 29 

６年生 27 26 25 22 21 

②確保目標量 120 120 120 120 120 

乖離（②－①） 9 13 18 29 35 
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子どもの貧困対策

　子どもの貧困の解消に向けた対策を効果的に推進するためには、教育分野、福祉分野等の地域

における多様な関係者等の連携・協力を得つつ、地域の実情に即した施策に取り組むことが重要と

なります。当町では次の４つの支援に基づき、事業を推進します。

　家庭の経済状況が理由で学習が制約されたり、進路が狭まったりすることなく、すべての子ども

が夢や希望を持ち、様々なことに挑戦できるよう、教育・保育にかかる費用負担の軽減や居場所づ

くり、学習を支援する取り組みを推進します。

保育等利用者負担額支援事業、保育等副食費支援事業、就学援助、教育支援センタ

ー、フッドリバー留学生留学参加助成金 ・・・等

（１）教育の支援

事業名

　ひとり親世帯等の保護者の就労に向け、職業訓練や就業能力向上などの支援を行うとともに、多

様な保育サービスや子育て支援サービスの展開を図り、収入の増加と生活の安定、仕事と子育て

の両立のための支援に取り組みます。

ひとり親家庭等就業・生活支援事業、生活困窮者自立相談支援事業【再掲】、放課後

児童健全育成事業・・・等

（３）保護者に対する職業生活の安定と向上に資するための就労の支援

事業名

生活保護、児童扶養手当、出産・子育て応援交付金事業、誕生祝金 ・・・等

　経済的支援に関する施策は、各種手当や金銭の給付や貸与など、各種の支援策が必要な方に確

実に支援の手が届くよう周知を行うとともに、様々な支援を組み合わせてその効果の向上に努め

ます。また、経済的負担の軽減のための町独自の取り組みを推進し、貧困家庭等の生活基盤を支え

ていきます。

（４）経済的支援

事業名

　子どもたちが安定した生活を送り、心身共に健やかに成長していけるよう、また、貧困家庭におけ

る社会的孤立を防ぐため、子ども及び保護者に対する子ども・子育て支援や生活支援に関する事業

の充実とともに、母子保健事業等を推進します。さらに、ひとり親家庭の自立を支援する事業や生活

困窮者自立支援事業等を通じて、包括的な相談支援や個々の状況に応じた生活支援を図ります。

ひとり親家庭等医療費助成事業、生活困窮者自立相談支援事業、こども家庭センタ

ー運営事業・・・等

（２）生活の安定に資するための支援

事業名

住所

TEL FAX

URLURL

〒038-3595　青森県北津軽郡鶴田町大字鶴田字早瀬200番地１

0173-22-2111 （内線135）   0173-22-6007

http://www.town.tsuruta.lg.jp/http://www.town.tsuruta.lg.jp/http://www.town.tsuruta.lg.jp/

発行者　鶴田町　子ども健康課　子育て支援係
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